
2010年度のハイライト

環境調和製品に関する規程を改訂し
積極的に認定・登録しました。
　2010年4月、環境調和製品開発検討会において、アルミ

ニウムの特性を踏まえた規程の改訂を実施しました。従来

のキーワードに「快適性」「エコライフ」という新しい視点を

追加し、計6つのキーワードで環境調和製品を認定・登録

することとしました。

　追加したキーワードのうち、「快適性」は、アルミニウム

表面処理製品の機能を活かし、異臭発生を抑制するエア

コン用フィンや、高い吸音効果を持つ内装材など、快適な

生活を実現する製品に使われるという視点から、対象製品

を評価しています。

　「エコライフ」は、省エネ法におけるトップランナー方式

を採用している製品や、電気自動車、ハイブリッド車、LED

照明をはじめとするエコ製品に使用されるという視点か

ら、対象製品を評価しています。

　2010年度は、この新しい規程に則り、2010年7月と2011

年2月に開催した環境調和製品開発検討会で32件を環境

調和製品に認定・登録しました。

　これらの認定製品については、当社WEBのCSR関連情報

のページに新たに「環境調和製品の開発」コーナーを作成

し、「アルミニウムの多様な特性」「6つのキーワード」「社会

への貢献」「環境調和製品一覧」のページで紹介しました。

　これらの活動を通じて、社内の環境調和製品に関する意

識を高め、製品開発を拡大し、お客様へ環境調和へのアル

ミニウムの貢献を広く紹介していきます。

環境調和製品の登録を進めるとともに
LCAの検討を開始します。
　2011年度は、年間5件の環境調和製品登録を目標にして

います。さらに、古河電気工業（株）で進めている製品の環

境性能指標化（LCA）に向けて、環境調和製品開発検討会

チームで当社としての活動を開始します。主要製品の製造

工程で発生するCO2排出量を算定してCO2排出量の多い

工程を把握し、CO2排出量削減策を検討する予定です。

当社WEBで紹介しています。
http://www.furukawa-sky.co.jp/csr/index.htm
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32件を

古河電気工業のアルミニウム事業のエポック スカイアルミニウムのエポック

アルミニウム電線の研究を開始

ジュラルミンの研究試作を開始

栃木県日光市にアルミニウム製板工場が完成

栃木県日光市に軽合金鋳造､管棒工場が完成

日本初の水冷鋳造（DC法）を開始

米国アルコア社と技術と資本導入に関する契約を締結
（1985年に解消）

栃木県小山市に押出総合工場が完成

滋賀県近江八幡市に押出専門工場が完成

栃木県宇都宮市に日本で唯一のアルミ専用のカラー塗装工場が完成

福井県三国町に日本最大級の板圧延工場が完成

全工場でISO9001認証を取得

インドネシアに現地法人PT. Furukawa Indal Aluminum社を設立

古河電気工業とスカイアルミニウムが､アルミニウム事業についての業務提携を開始

両社のアルミニウム事業の販売部門を統合し、ユニファスアルミニウムを設立

全工場でISO14001認証を取得

ベトナムに精密鋳物工場が完成

古河電気工業とスカイアルミニウムのアルミニウム事業を統合し､古河スカイを設立

コイルセンター3工場を集約し､｢ACE21｣社を設立

アジア最大級の15,000t熱間鍛造プレスが稼動

ユニファスアルミニウムを統合

中国に現地法人古河（天津）精密　業有限公司を設立

東京証券取引所第一部に上場

ベトナムに現地法人Furukawa-Sky Aluminum (Vietnam) Inc.を設立

ギリシアに合弁で現地法人AFSEL S.A.を設立

韓国のアルミニウム圧延会社との業務提携契約に調印

英国のアルミニウム圧延会社に資本参加

日本製箔（株）を完全子会社化

中国のアルミニウム圧延会社に資本参加

タイに現地法人Furukawa-Sky Aluminum (Thailand) Co., Ltdを設立

昭和電工（S）､米国カイザーアルミナム社（K）､八幡製鐵（Y）
（現新日本製鐵）の3グループの合弁により会社設立
（1973年カイザー社は資本撤退）

埼玉県深谷市に圧延工場が完成

世界最大のエチレンタンク用アルミ板の製造を開始

日本最初のアルミ製LNG地上タンク用厚板の製造を開始

日本最初のアルミ缶ボディ用材料の製造を開始

日本最初のLNG船アルミ･モス型球形タンク用厚板の製造を開始

4号冷間圧延機､広幅蓋材処理ライン､2号連続焼却炉運転開始

アルミセンター21を設立

ISO9001認証を取得

ISO14001認証を取得

古河スカイのエポック
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環境への取り組み

当社グループの環境調和製品

当社WEBで紹介
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